
 

 

 

 

 

 

 

 

進路決定に向けて 

 来週から三者懇談が始まります。この三者懇談で受験する学校を決定し、二学期

の残りや三学期の初めに願書の準備等をしていきます。要するに、受験のパターン

を確定させていくことになります。 

 さて、以前も話しましたが、懇談までに保護者と志望校の確認をして、懇談の場

では、今後の流れの確認ができるようにしておきましょう。予備懇談のときは、二

回目の実力テスト（学習到達度調査）の結果がわかっていませんでしたが、今回は

二回目の結果や期末テストの結果もわかっています。今の自分の現状を把握し、合

格に近づけるように担任の先生と懇談を進めてください。 

 苦言を呈しますが、各クラスの様子を見ると時間を惜しんで勉強する人が少な

く、「本当に受験生？」と感じることが多々あります。勝負するのは、隣の人では

なく、隣の学校、隣の市の人たちです。テストの結果を受け、危機意識をもって勉

強に励んでください。今のままでは、かなり心配です。 

 隣のページに先日、発表された公立高校の希望調査の結果を載せておきます。 

この結果は、第一希望のみです。定員数に満たされていない学校は入れると安易に

考えないようしましょう。第二志望で書かれている可能性があります。同様に、第

一志望で書いていても当日の結果が悪ければ、第二志望で回ってくる受検者に押し
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出される形となってしまいます。第二志望の選び方は、慎重に考えるべきです。 

 

 

 進路希望調査に出てきた学校を中心に載せています。より詳しく知りたい人は、

兵庫県教育委員会のＨＰを見てください。 

 この希望調査の結果を受けて、志望校を変える人がいるかもしれません。だから、

これが正式な数だと安易に思わないようにしましょう。同じ高校を目指している仲

間、いや、ライバルがどれくらいいるのかという把握として考えましょう。 

 １２月は、苦手潰しや基礎学力を高める最後の機会です。１月は過去問を中心に

解く時期になります。その過去問を解くときに、基本的な知識がないと「わからな

い！」ばかりになってしまいます。最後の追い込みに向けて、今が大事ですよ。 


